
第第11回回中中央央港港湾湾団団交交開開催催、、要要求求書書提提出出
事事前前協協議議違違反反でで厳厳重重抗抗議議、、産産別別賃賃金金のの回回答答をを求求めめるる

第
一
回
中
央
港
湾
団
交
が
二
月

十
九
日
に
開
催
さ
れ
、
一
九
港
湾

春
闘
が
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し

た
。
一
九
港
湾
春
闘
の
要
求
書
提

出
に
あ
た
っ
て
全
国
港
湾
の
糸
谷

委
員
長
は
「
今
年
の
春
闘
は
大
き

く
三
つ
の
課
題
が
あ
る
。
一
つ

は
、
労
働
条
件
の
改
善
・
賃
金
の

引
き
上
げ
。
定
年
延
長
は
率
先
し

て
実
現
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

一
つ
は
、
産
別
賃
金
に
つ
い
て
は

中
労
委
に
あ
っ
せ
ん
を
お
願
い
し

て
い
る
と
こ
ろ
だ
が
、
今
春
闘
で

統
一
交
渉
・
統
一
回
答
を
お
こ
な

う
と
態
度
表
明
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
そ
し
て
具
体
的
回
答
を
お
願

い
し
た
い
。
一
つ
は
、
沖
縄
に
お

い
て
事
前
協
議
が
さ
れ
な
い
ま
ま

で
荷
役
作
業
が
強
行
さ
れ
た
。
雇

用
と
職
域
を
守
る
た
め
の
制
度
が

無
視
さ
れ
た
こ
と
は
絶
対
に
許
せ

な
い
。
怒
り
心
頭
で
あ
る
。
こ
の

あ
と
態
度
表
明
さ
せ
て
い
た
だ

く
」
と
述
べ
、
一
九
港
湾
春
闘
は

開
始
早
々
に
行
動
を
構
え
る
と
い

う
異
例
の
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
た
。

そ
の
上
で
「
二
〇
一
九
年
度
産

別
労
働
条
件
及
び
産
別
協
定
の
改

定
に
関
す
る
要
求
書
」
を
提
出
、

次
回
第
二
回
中
央
港
湾
団
交
は
三

月
六
日
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。

二
〇
一
九
年
度
要
求
書
、
要
求
内

容
の
ポ
イ
ン
ト

要
求
書
で
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
部

分
と
し
て
は
、
認
可
料
金
の
復
活

を
引
き
続
き
求
め
て
い
く
、
産
別

制
度
賃
金
を
引
き
上
げ
る
（
産
別

最
低
賃
金
を
一
八
四
、
五
〇
〇

円
、
日
額
八
、
〇
二
二
円
と
す
る

こ
と
。
あ
る
べ
き
賃
金
に
つ
い
て

現
行
協
定
の
六
％
ア
ッ
プ
。
基
準

賃
金
を
全
港
・
全
職
種
適
用
と
し

四
〇
歳
三
六
八
、
九
〇
〇
円
に
改

定
す
る
こ
と
。
標
準
者
賃
金
を
二

六
四
、
六
〇
〇
円
に
改
定
す
る
こ

と
）、
六
五
歳
ま
で
の
定
年
延
長

の
前
進
、
週
休
二
日
制
の
実
施
と

時
間
外
割
増
率
の
改
定
、
ア
ラ
イ

ア
ン
ス
再
編
に
と
も
な
う
業
域
職

域
の
確
保
、
港
湾
作
業
に
お
け
る

自
動
化
・
機
械
化
の
導
入
反
対
、

積
極
的
人
員
増
の
取
り
組
み
、
港

湾
年
金
の
支
給
要
件
の
緩
和
（
六

五
歳
の
誕
生
日
ま
で
に
一
八
年
以

上
勤
務
と
制
度
改
正
す
る
こ

と
）、
労
災
企
業
補
償
制
度
の
産

別
制
度
と
し
て
の
確
立
、
自
然
災

害
か
ら
労
働
者
を
守
る
対
策
、
四

五
フ
ィ
ー
ト
コ
ン
テ
ナ
の
公
道
走

行
対
策
、
三
島
川
之
江
港
の
指
定

港
化
等
々
の
継
続
課
題
。
業
側
に

真
摯
な
回
答
を
期
待
す
る
と
し

た
。

ま
た
、
組
合
側
よ
り
意
見
と
し

て
「
賃
金
引
き
上
げ
に
あ
た
っ
て

産
別
最
賃
の
無
回
答
が
足
か
せ
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
今
年
に
な

っ
て
重
大
事
故
が
多
発
し
て
い
る

が
、
人
手
不
足
が
一
因
と
の
声
も

聞
い
て
い
る
。
人
員
確
保
に
は
賃

金
の
引
き
上
げ
と
労
働
条
件
の
改

善
が
不
可
欠
。
今
春
闘
で
必
ず
産

別
最
賃
の
回
答
を
」、「
ト
ラ
ッ
ク

業
界
で
は
労
使
が
力
を
合
わ
せ

て
、
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法
を

改
正
さ
せ
、
期
限
つ
き
な
が
ら
も

標
準
運
賃
告
示
制
度
が
盛
り
込
ま

れ
た
。
ト
ラ
ッ
ク
業
界
で
で
き
た

こ
と
が
港
湾
で
で
き
な
い
わ
け
が

な
い
」、「
賃
金
引
き
上
げ
に
あ
た

っ
て
は
、
各
構
成
組
合
の
適
正
賃

上
が
な
さ
れ
る
ま
で
た
た
か
う
」

等
々
を
主
張
、
業
側
に
回
答
の
前

進
を
促
し
た
。

次
回
以
降
の
中
央
港
湾
団
交
に

お
い
て
業
側
か
ら
の
回
答
が
注
目

さ
れ
る
が
、
中
央
港
湾
団
交
の
あ

り
方
、
港
湾
産
別
労
使
の
あ
り
方

が
大
き
く
問
わ
れ
る
一
九
春
闘
と

な
り
そ
う
だ
。

（
片
柳
悦
正
）

2019年度産別労働条件及び産別協定の改定に関する要求書（概要抜粋）

1、雇用基盤と港湾労働の安定について
・日港協として、認可料金制度の復活・確立をめさす取り組みを具体化すること。

・船社の統合、アライアンスに係る港運事業の業域と港湾労働者の職域を確保する課題につい

て、次の措置を講すること。産別協定第9条による事前協議制度、及び、「船社の航路再編

・統合等、アライアンスに関する中央事前協議会議事録確認」の厳正運用で対応すること。

・港湾倉庫・特定港湾倉庫について、港頭地域の倉庫・物流施設については、貨種を問わず全

て事前協議事案として、事前協議制度の改定を行うこと。

・港湾労働法の全港・全職種適用に向けて、関係行政などへの働きかけなどの具体的な取り組

みを進めること。

・ゲート業務を、港湾労働者の職域とするよう必要な措置を行うこと。

・港湾作業における「自動化・機械化」導入に反対すること。

2、賃金・労働条件の向上・産別協定の改定について
・現行の産別労使協定の適用対象を、特別な揚合を除き「全港・全職種」とする改定を行い、

それに沿って、既刊の「協定書・確認書」を2012年以降の諸協定を組み入れて編纂・刊行

すること。

・産別制度賃金の改定について、19年度の産別最低賃金を184，500円（日額8，022円）とするこ

と。19年度あるべき賃金について、別表の通り改定すること（現行協定の6％アップ）。基

準賃金を全港・全職種適用とし、40歳368，900円に改定すること。標準者賃金を264，600円

に改定し、当該労働者の賃金を到達させること。なお、標準者賃金は基準内賃金として適

用すること。

3、諸労働条件の整備による職揚環境の改善について
・人員不足に対応するため、積極的な「人員増」を各社で取り組むこと。そのために、日港協と

して「人材確保」のための社会的アピールなど業界団体として可能な施策を実施すること。

・定年延長に伴う諸制度の整備について、2025年3月末を待つことなく、今年度から65歳定年

制度の実施に向けた条件整備を整えること。

・港湾年金の支給要件について、港湾年金制度に加入する事業者のもとで、定年・雇用延長を

問わず、65歳の誕生日までに18年以上を勤務したものに、年金受給資格を付与できるよう

制度改定を行うこと。

・週休2日制の実施と時間外割増率の設定について、2020年度までに週休2日制実施が可能と

なるよう、19年度から諸制度の見直しを行なうことで実施に踏み切る条件を整えること。

時間外割増率を全港・全職種適用の産別協定として創設すること。

・労災企業補償制度を、産別制度として確立すること。

4、自然災害から労働者を守る対策について
・各社のBCPを、労働者の安全を担保してから復旧・事業再開などの計画に進むよう改善す

ること。

・企業・地域（港）単位で、労働者の安全を一義とした対策マニュアルを作成し、労働者への

周知と定期的な訓練を行うこと。

5、45ｆコンテナの公道走行
・輸入などでやむを得ない場合、ターミナル事業者・港湾管理者・労働組合の3者が、先導車を付

けることと道路使用許可書を確認してはじめて搬出できることのルールを確立すること。

6、継続協議中の課題について
・港労法問題労使検討委員会としての課題。

・改訂SOLAS条約にもとづく「重量証明」を、港湾運送を熟知した第三者証明機関である4

検が行うよう荷主に働きかけ、その実効性を高める施策を検査部会で具体化すること。

・関連事業者の労働環境整備に向けた「支援策」の検討と労使協議の再開。

・17春闘協定1－（7）項にもとづく、インランドデポなどのドライポートの拡大のもたらす港

運事業への負の影響を勘案し、これ以上の拡大に反対する対策の検討。

・四国地区での労使協議体制強化と三島川之江港の指定港化に向けた関係者への働きかけの強

化。及び、国際バルク戦略港湾政策の下で、坂出港において雇用と職場が喪失の危機に直

面していることに対する、業界団体としての必要な対策を講じること。

・「指定事業体」に係る「指定事業体問題」の到達点に立って、引き続き検討を進めるととも

に、港湾労働法の適用拡大の課題なども含め、検数・検定小員会の協議を促進すること。

以上

二
月
二
日
に
「
は
く
お
う
」
が

事
前
協
議
な
し
で
沖
縄
県
中
城
港

に
入
港
し
荷
役
を
強
行
し
た
件
で
、

雇
用
と
就
労
を
守
る
た
め
、
事
前

協
議
制
度
無
視
は
絶
対
に
許
せ
な

い
と
し
、
全
国
港
湾
は
二
月
二
十

八
日
始
業
時
か
ら
三
月
一
日
始
業

時
ま
で
の
二
四
時
間
ス
ト
ラ
イ
キ

を
通
告
し
た
。業
側
は「
非
常
に
大

き
な
問
題
で
あ
り
、
歩
み
寄
る
道

が
な
い
か
時
間
を
頂
き
た
い
」
等

と
述
べ
通
告
書
を
持
ち
帰
っ
た
。

そ
の
後
、
労
使
間
で
折
衝
が
断

続
的
に
お
こ
な
わ
れ
、
全
国
港
湾

は
二
月
二
十
五
日
、「
折
衝
を
重

ね
て
き
た
結
果
、
事
前
協
議
を
厳

格
に
運
用
す
る
こ
と
を
約
す
と
と

も
に
、
二
月
二
日
の
事
案
に
つ
い

て
は
引
き
続
き
協
議
す
る
と
の
約

束
が
得
ら
れ
た
」
と
し
、
構
え
て

い
た
二
四
ス
ト
に
つ
い
て
は
一
旦

延
期
と
す
る
と
し
た
。
し
か
し
、

二
月
二
日
の
中
城
項
港
で
の
問
題

に
つ
い
て
は
ま
だ
具
体
的
な
対
応

が
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
今
後
の

動
向
を
見
極
め
、
延
期
と
し
た
ス

ト
の
取
扱
に
つ
い
て
は
そ
の
上
で

改
め
て
判
断
し
て
い
く
と
し
て
い

る
。

（
片
柳
悦
正
）

日
港
協
、事
前
協
議
の
厳
格
運
用
を
約
束

二
十
八
日
に
構
え
た
ス
ト
ラ
イ
キ
は
延
期
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二
月
二
十
一
日
、
十
四
時
か
ら

東
京
都
に
あ
る
連
合
会
館
で
行
な

わ
れ
た
フ
ク
シ
マ
連
帯
キ
ャ
ラ
バ

ン
事
前
学
習
会
に
全
港
湾
よ
り
六

名
で
参
加
し
ま
し
た
。
学
習
会
は

原
水
禁
事
務
局
長
で
あ
る
藤
本
泰

成
さ
ん
、
元
原
子
力
資
料
情
報
室

の
澤
井
正
子
さ
ん
を
講
師
と
し
て

行
わ
れ
、
ま
ず
藤
本
さ
ん
か
ら

は
、
日
本
政
府
が
行
っ
た
原
発
輸

出
政
策
が
失
敗
に
終
わ
っ
た
こ
と

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
一
月
に
は

日
立
製
作
所
が
英
国
の
ウ
ィ
ル
フ

ァ
原
発
の
建
設
の
断
念
が
報
道
さ

れ
ま
し
た
。
建
設
費
コ
ス
ト
が
現

在
で
は
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
洋
上

風
力
発
電
）
の
方
が
安
く
で
き
る

そ
う
で
す
。
ま
た
、
全
国
の
原
発

に
つ
い
て
は
二
二
基
の
廃
炉
が
決

定
し
て
い
る
一
方
、
再
稼
働
に
む

け
て
申
請
を
行
っ
て
い
る
事
を
知

る
事
が
で
き
ま
し
た
。

澤
井
さ
ん
の
講
演
で
は
冒
頭

で
、
当
時
の
映
像
を
見
て
震
災
当

時
を
思
い
出
し
な
が
ら
講
演
を
聞

く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
チ
ェ
ル

ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
は
三
〇
年
も

の
月
日
が
経
ち
、
今
も
な
お
三
〇

キ
ロ
圏
内
の
立
ち
入
り
禁
止
の
状

態
で
あ
る
一
方
、
日
本
で
は
原
発

事
故
を
無
い
も
の
と
す
る
よ
う
に

帰
宅
困
難
区
域
の
解
除
を
し
、
危

険
な
場
所
へ
帰
そ
う
と
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
福
島
第
一
原
発
事
故

以
降
の
放
射
能
が
半
年
間
で
風
向

き
に
よ
り
ど
の
よ
う
に
飛
散
し
た

か
を
見
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

ほ
と
ん
ど
が
太
平
洋
に
流
れ
ま
し

た
が
、
風
向
き
に
よ
っ
て
は
北
関

東
、
関
東
一
帯
が
汚
染
さ
れ
て
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
日
本
政
府

の
被
災
者
へ
の
対
応
の
悪
さ
な
ど

怒
り
が
込
み
上
げ
て
き
た
の
と
同

時
に
、
原
発
の
恐
怖
を
改
め
て
再

確
認
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

震
災
か
ら
八
年
が
経
と
う
と
し

て
い
る
中
で
福
島
第
一
原
発
周
辺

の
大
熊
町
、
双
葉
町
を
車
で
国
道

六
号
線
が
通
過
し
て
い
ま
す
が
、

帰
宅
困
難
地
域
の
状
況
は
八
年
前

の
ま
ま
で
、
雑
草
が
生
い
茂
り
、

建
物
が
壊
れ
る
背
景
し
か
目
に
入

り
ま
せ
ん
。
こ
れ
が
福
島
の
現
状

な
の
で
す
。

最
後
に
、
今
回
の
事
前
学
習
会

に
参
加
し
て
改
め
て
す
べ
て
の
原

発
は
廃
炉
に
し
な
く
て
は
い
け
な

い
と
強
く
思
う
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
私
自
身
、
今
回
の
キ
ャ
ラ
バ

ン
が
二
回
目
の
参
加
と
な
り
ま
す

が
三
月
十
四
日
か
ら
始
ま
る
キ
ャ

ラ
バ
ン
の
中
で
思
い
を
伝
え
ら
れ

る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

（
東
北
地
方
青
年
婦
人
部

小
名
浜
支
部

武
田
陽
介
）

東東
日日
本本
大大
震震
災災
・・
福福
島島
原原
発発
事事
故故
かか
らら
八八
年年

フフ
クク
シシ
ママ
連連
帯帯
キキ
ャャ
ララ
ババ
ンン
事事
前前
学学
習習
会会
にに
参参
加加
しし
てて

二
月
二
十
一
日
、
東
京
の
連
合

会
館
で
お
こ
な
わ
れ
た
フ
ク
シ
マ

連
帯
キ
ャ
ラ
バ
ン
事
前
学
習
会
に

参
加
し
て
き
ま
し
た
。

学
習
会
の
冒
頭
で
、
当
時
の
映

像
を
見
て
、
震
災
当
時
は
ま
だ
高

校
生
で
、
何
が
起
き
て
い
る
の
か

わ
か
ら
な
い
ま
ま
毎
日
を
過
ご
し

て
い
た
事
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

も
し
、
原
発
が
日
本
海
側
に
あ
っ

た
ら
ど
れ
だ
け
の
人
が
避
難
し
な

く
て
は
い
け
な
か
っ
た
の
か
、
日

本
政
府
の
被
災
者
へ
の
対
応
の
悪

さ
な
ど
講
師
の
方
々
の
お
話
を
聞

い
て
、
怒
り
が
込
み
上
げ
て
き
た

の
と
同
時
に
、
原
発
の
恐
怖
を
改

め
て
再
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

ま
も
な
く
事
故
か
ら
八
年
に
な

ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
事

前
学
習
会
に
参
加
し
て
学
ん
だ
事

を
三
月
十
四
日
か
ら
始
ま
る
キ
ャ

ラ
バ
ン
の
中
で
思
い
を
伝
え
ら
れ

る
よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
東
北
地
方
青
年
婦
人
部

八
戸
通
運
支
部

滝
本
春
仁
）

フ
ク
シ
マ
連
帯
キ
ャ
ラ
バ
ン
で

思
い
を
伝
え
て
い
く

一
月
十
三
日
、
新
年
を
迎
え
冷

た
い
雨
の
降
る
中
、
第
四
回
全
港

湾
九
州
地
方
博
多
支
部
旗
開
き
餅

つ
き
交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。
本

来
で
あ
れ
ば
、
年
末
に
旗
納
め
と

し
て
餅
つ
き
交
流
会
を
行
う
予
定

で
し
た
が
、
天
候
等
の
理
由
で
旗

開
き
と
な
り
ま
し
た
。

二
度
の
延
期
で
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
が
、
博
多
中
央
港
湾
福
祉

セ
ン
タ
ー
に
は
、
組
合
員
・
家
族

・
子
供
達
・
来
賓
の
方
々
を
含
め

総
勢
一
〇
〇
名
を
超
え
る
人
が
集

ま
り
ま
し
た
。

当
日
朝
、
突
然
の
雨
の
た
め
、

急
遽
会
場
の
変
更
と
い
う
ト
ラ
ブ

ル
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
が
、
準
備

に
参
加
し
て
い
た
組
合
員
の
ス
ム

ー
ズ
な
対
応
に
よ
り
定
刻
で
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
も
青
女
部
主
体
で
活
動
を

行
い
、
博
多
支
部
山
中
執
行
委
員

長
、
来
賓
の
方
々
の
挨
拶
を
皮
切

り
に
若
手
組
合
員
の
大
き
な
掛
け

声
と
共
に
餅
つ
き
交
流
会
が
開
始

さ
れ
ま
し
た
。

今
回
で
四
回
目
と
い
う
事
も
あ

り
、
も
ち
米
の
蒸
し
方
、
も
ち
の

つ
き
方
、
つ
き
終
わ
る
ス
ピ
ー
ド

等
の
完
成
度
が
初
年
度
に
比
べ
る

と
格
段
に
良
く
な
っ
て
き
て
い
る

の
が
見
て
と
れ
ま
し
た
。
昼
に
は

雨
も
あ
が
り
、
参
加
者
全
員
で
の

昼
食
と
な
り
ま
し
た
。
ぜ
ん
ざ
い

や
長
崎
郷
土
料
理
の
い
り
鍋
、
も

ち
米
で
作
っ
た
お
に
ぎ
り
を
食

べ
、
昨
年
度
よ
り
味
も
量
も
参
加

者
全
員
が
満
足
し
て
い
ま
し
た
。

終
盤
に
は
子
供
達
の
た
め
に
く

じ
引
き
大
会
も
お
こ
な
い
、
子
供

達
が
大
変
喜
ん
で
い
る
姿
が
と
て

も
印
象
深
く
残
り
ま
し
た
。
そ
し

て
、
例
年
通
り
の
八
〇
キ
ロ
グ
ラ

ム
の
も
ち
米
が
、
昨
年
よ
り
も
早

く
無
く
な
り
、
悪
天
候
の
中
で
始

ま
っ
た
第
四
回
餅
つ
き
交
流
会
を

無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。今

後
も
、
各
支
部
、
各
地
方
の

方
々
と
交
流
を
図
り
、
学
習
会
等

に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

（
九
州
地
方
博
多
支
部

青
女
部
副
部
長

山
路
直
人
）

博博
多多
支支
部部
旗旗
開開
きき
餅餅
つつ
きき
交交
流流
会会

一一
〇〇
〇〇
名名
をを
超超
ええ
るる
人人
がが
集集
いい
賑賑
わわ
うう

博多支部餅つき交流会
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